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6 成果 6 の活動 

 3R 推進方策、方策導入上の留意点及び、導入の可能性 6.1

3R 推進方策、方策導入上の留意点及び導入の可能性を以下に示す。 

区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

1.Reduce 国の政策、法
整備により、
国民、事業者
の減量化行動
を誘導する方
策 

 拡大生産者責任
（ EPR ：
Extended 
Producer 
Responsibility）

都市廃棄物 OECD （ Organization for Economic 
Co-operation and Development）提唱。使用
済み製品の処理または処分に関して、生産者
が、財政的および、または物理的に相当程度
の責任を負うという政策アプローチである。
このような責任を課すことにより、発生源で
廃棄物を抑制し、環境負荷の少ない製品設計
を奨励し、一般のリサイクル・資源管理目標
の達成を促進する。 

 日本では循環型社会形成推進基本法に
おいて、一般原則として事業者の責務を
以下の通り規定。さらに、個別法におい
て具体的な拡大生産者責任を規定。 

○製品・容器等の耐久性の向上及び修理実施
体制の充実等 
○製品・容器等の設計の工夫及び材質・成分
の表示、適正処分困難化の防止等 

○製品・容器等が循環資源となったものの引
取り・循環的利用等 
 ドイツ：グリーン・ドット制度（Duales 

Systeme Deutchland）：容器包装事業者
（生産者、流通業者）にその製品に係わ
る廃棄物を引き取らせる制度の確立・管
理を義務づける。 

制度設計（対象廃
棄物、財源の徴収
方法等） 

法制化 
業界の協力と連
携 

現在のアルバニアへ
の導入は時期尚早で
ある。 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

 学校教育 都市廃棄物 廃棄物を含んだ環境問題に係る現状の問題
点と環境保全の重要性の認識などを環境教
育として学校教育のカリキュラムに取り入
れる。（アルバニアの場合、国の役割？自治
体の役割？） 

教育制度 
カリキュラムの
構築 

人材の育成 
教材の開発 

国の教育制度改革ま
では時期尚早である。 

地方自治体の
減量化政策 
 

重量制によるごみ
の有料化 

 

都市廃棄物 指定袋によるごみの排出を義務化。指定袋に
はごみ料金をチャージするため、住民は排出
量に応じてごみ料金を負担する。ごみの排出
者にとってごみ減量化のインセンティブが
働く。 

排出者の理解と
協力。指定袋料金
の設定。指定袋以
外による排出の
禁止指導及び監
視。指定袋販売体
制の構築と販売
代金の回収シス
テム。現行の料金
徴収システムか
らの移行。 

アルバニアでは、多く
の自治体がごみ料金
徴収の徹底を図るた
め、電気等公共料金徴
収に絡めたごみ料金
の徴収を実施してい
るため、現行のごみ料
金徴収方法を変更す
るのは容易ではない。 

 広報活動 

 減量化に関する
実地体験 

 学校教育 

都市廃棄物 行政の広報活動、学校教育、各種団体の活動
支援を通じて、ごみ処理の現状及び減量化の
重要性を認識させ、環境意識を向上させるこ
とにより、自発的な減量化行動を起こさせ
る。 

 対象：一般市民、生徒、事業者 

 媒体：インターネット、ポスター、リー
フレット、メディアを通じた啓発 

 機会・手法：キャンペーン、イベント 

プログラムの開
発 

財源の確保 

体制の構築 

関係団体・活動と
の連携 

導入可能 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

住民・事業者
の意識改革及
び自主的な活
動による減量
化方策 

 ごみになり易い
も の を 買 わ な
い、ごみを出さ
ない生活習慣 

 環境にやさしい
製品の購入 

 マイバッグ運動 

 簡易包装 

都市廃棄物 行政の広報活動、学校教育、各種団体の活動
を通じて、ごみ処理の現状及び減量化の重要
性を認識させ、環境意識を向上させることに
より、自発的な減量化行動を起こさせる。 

 

住民啓発、学校教
育、地域活動な
ど、多岐にわたる
誘導策の実施 

 

導入可能 

 エコラベルシス
テム 

都市廃棄物 

 
 
 

 
 
 

EU エコラベル（EU）、エコマーク（日本）、
ブルーエンジェル（ドイツ）など各地域、国
で独自の取り組みを行っている。 

EU エコラベルは、環境への条件を満たした
製品にエコラベルの使用を認めることで、企
業側の環境保護への貢献を促進させる一方、
消費者にも環境に優しい製品であることを
伝え、製品の需要・供給の両面から環境に適
した製品の促進を図るシステム。EU 内の製
品販売または製造（予定）地
域のエコラベル認証団体で申
請手続き・認証を行っている。 

製品の差別化に
繋がるが、取得は
任意で、企業の自
己判断にゆだね
られている。 

消費者の意識向
上 

本システムの採用は、
あくまでも企業の判
断であるが、国が支援
することも考えられ
る。 

 輸入製品に対する
優遇策 

 国内企業の取得推
進支援 

 消費者意識の向上
支援 

 環境にやさしい
製品作り 

都市廃棄物 容器の軽量化、包装の簡素化、詰め替え製品
の普及、リサイクルし易い製品設計等 

企業マインド製
品の差別化 
消費者の意識向
上 

現在のアルバニアへ
の導入は時期尚早で
ある。 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

2.Reuse 住民・事業者
の意識改革及
び自主的な活
動による減量
化方策 

 フリーマーケッ
トの開催 

 

都市廃棄物 NGO、市民団体等と協力し、市民が不用品、
リサイクル品を持ち寄り、安価で売買するフ
リーマーケット、イベント等を開催する。 

住民啓発 

関係団体との連
携 

仕組み作り 

行政の支援策 

導入可能 

 交換、修理しや
すい製品の開発
と部品の交換、
修理によって再
利用する習慣の
醸成 

都市廃棄物 交換し易い、修理し易い製品の開発。 

交換・修理サービスの拡大。 
交換・修理を促す普及啓発活動。 

企業マインド商
品の差別化 

消費者の意識向
上 
住民啓発 

現在のアルバニアへ
の導入は時期尚早で
ある。 

 リターナブル容
器の普及 

都市廃棄物 中身を消費した後の容器を、販売店を通じて
回収し、飲料メーカーが洗浄して再び使用す
る容器をいう。リターナブル容器はワンウェ
イ容器のようにごみにならないことから、ご
みの発生抑制の手段として有効である。日本
では、代表的なリターナブル容器はビールび
んと一升びんであり、活（いき）びんともよ
ばれる。 

ドイツでは、ガラスびんの他に、リターナブ
ル PET ボトルも流通しており、消費者の識
別 を 容 易 に す る た め 、 リ タ ー ナ ブ ル
（Mehrweg）とボトル上に印字がある他、国
内の環境保護団体や飲料業界等により組織
されるリターナブル研究会（Arbeitskreis 
Mehrweg GbR）が任意の表示制度を普及し
ている。 

業界の協力 

参加企業の差別
化 
消費者の意識向
上 

現在のアルバニアへ
の導入は時期尚早で
ある。 

3.Recycle 1)On-site 家畜の餌 家庭厨芥ご
み 

家庭で発生した厨芥ごみを家畜の餌として
リサイクルし、ごみとして排出させない。 

 Commune レ
ベルの都市で

導入可能 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

Recycle 
(Self-dispos
al) 

コンポスト 家庭厨芥ご
み剪定枝、作
物残さ 

家庭厨芥ごみ、剪定枝、作物残さをコンポス
トとして利用し、ごみとして排出させない。

の ご み の 発
生・排出実態と
コンポスト可
能性調査 

 未収集地区で
の ご み の 発
生・排出実態と
コンポスト可
能性調査 

2)Off-site 
Recycle 

・ Material 
Recycle 

資源物の分別・回
収 

①混合排出→選別
施設→資源物市場

 プラスチ
ック類 

（PET、ポリ
エチレン、ポ
リプロピレ
ンその他） 

 紙類 

・段ボール 

・その他紙類

 金属類 

・アルミ 

資源化利用 

 プラスチック類：フラフ、ペレット化等フ
ィルム状のポリエチレンを溶融、あるいは
硬質のポリプロピレン、ポリエチレンを破
砕し再生原材料を生成する。 

 紙類：リサイクラー→一時集積所→中間業
者・選別業者→製紙会社 

 金属類：回収、選別、溶融 

 びん類 

・生きびん：生き瓶の回収。ボトルを種類
別に選別し、洗浄、ラベルを剥がした後、
それぞれの用途に合わせて専門会社に売

 有価物として
の市場性調査 

 ウェストピッ
カーに対する
社会的配慮 

 分別排出の導
入 

 住民の理解と
協力 

 収集体制の整
備 

 排出機材の整

導入可能 

①、②、③ 

の評価・選定 

資源物の分別・回
収 

②2 分別（Organic、
その他） 

・Organic：埋め立
て処分 

・その他→選別施
設→資源物市場 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

資源物の分別・回
収 

③ 品 目 別
（Organic、紙類、
プラスチック類、
金属類、びん類）

・Organic：埋め立
て処分 

・その他→選別施
設→資源物市場 

・鉄類 却。 

・カレット化、ガラス製造：回収、異物除去、
色選別、溶融 

備 

 収集機材の整
備 

 選別・集積（民
間リサイクル
業者との連携）

 ごみ料金体系 

 コスト比較（収
集コスト等の
増加と処分コ
スト等の削減）

デポジット制度 飲料容器 ワンウェイ容器に対する強制デポジット制
度。ビール、ミネラルウォーター、炭酸ガス
入り清涼飲料について、2003 年 1 月から強
制的に 25 セントのデポジットが課されるこ
ととなった。その後、対象となる飲料容器が
拡大され、現在の対象は以下の通り。 

 ビール及びビールを含む飲料  
 水（炭酸入り、炭酸無し）  
 ソフトドリンク（炭酸入り、炭酸無し） 

 混合アルコール飲料 
2005 年、全国的に統一された清算システム、
ドイツ・デポジットシステム（DPG：Deutsche 
Pfandsystem GmbH）を設立し運営。 

業界の協力 

制度設計 
参加企業の差別
化 
消費者の意識向
上 

行政の支援 

現在のアルバニアへ
の導入は時期尚早で
ある。 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

堆肥化 

（コンポスト化）

家庭厨芥ご
み 

市場ごみ 

芝刈りごみ 

剪定枝 

有機性廃棄物を自然に存在する微生物によ
って、取り扱い易く、環境に害を及ぼすこと
なく、土壌還元可能な状態まで分解する技術
のことで、コンポスト化とも呼ばれ、古くか
ら有機性廃棄物の処理方法として用いられ
ている。 

一般家庭からの生ごみ、剪定枝等のみで堆肥
化する場合や、し尿処理場の汚泥、蓄糞等と
混合して堆肥化している事例がある。 

 ごみ処分量の大幅な削減 

 住民・事業者の資源化意識の向上 

 宗教上の障壁 

 市場性 

 用途と品質 

 農業分野の法
律との整合性 

 コスト比較（収
集コスト等の
増加と処分コ
スト等の削減）

 排出・収集シス
テムの構築 

 堆肥化技術の
検討 

導入可能 

飼料化 家庭厨芥ご
み 

市場ごみ 

レストラン
ごみ 

熱加工・乾燥処理等と油分調整して粉末状に
した飼料をつくる技術で、種類が一定してい
る新鮮な生ごみを飼料化したものは食品残
渣飼料（エコフーズ）とも呼ばれ、利用され
ている。飼料化は、原料である生ごみ等が変
質していないことが非常に重要で、そのため
廃棄物の発生場所から近い地点での処理が
原則となる。 

目に見えるサイクル 

①レストラン→②資料化工場→③家畜生産
者→① 

 市場調査 

 飼料化技術の
検討 

 製品の安全・衛
生性の確保 

 製品の品質確
保と対象廃棄
物の選定 

 ごみ処分量削
減効果 

 住民・事業者の
資源化意識の
向上 

 宗教上の障壁 

 農業分野の関
連法規の適合
性 

導入可能 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

チップ化 芝刈りごみ 

剪定枝 

破砕機を用いて、チップ（細かい切れ端）に
する技術である。 

この技術の対象となるものとしては、剪定枝
に限定されている。 

生成されたチップは、土壌改良材、マルチン
グ材、舗装材、クッション材、敷料、炭化材、
製紙材料、ボイラー燃料、バイオガス化原料
として利用することができる。また、堆肥化
プラントなどで、生ごみ等と一緒に堆肥をつ
くる場合もある。 

 対象廃棄物選
定 

 ごみ処分量の
削減効果 

 生成チップの
用途 

 対象廃棄物収
集システムの
構築 

導入可能 

バイオガス化 家庭厨芥ご
み 
市場ごみ 
芝刈りごみ 

酸素がない状態で発酵させ、メタン菌などの
嫌気性微生物の働きで、メタンと二酸化炭素
が主成分のバイオガスを生成する技術のこ
とで、メタン化、メタン発酵とも呼ばれてい
る。 
生成されたバイオガスの利用方法は、ガスエ
ンジン、マイクロガスタービンおよび燃料電
池による発電とその廃熱利用のほか、バイオ
ガスからメタンを精製後、車両等の石油代替
エネルギーとして利用がある。また、発酵処
理後の残さは、固体と液体に分離され、それ
ぞれ堆肥、液肥として利用することもできる
（液肥の利用事例は少ない）。 
 

 処理技術の選
定 

 生成ガスの用
途と品質 

 排出・収集シス
テムの構築 

 コスト比較（収
集・製造コスト
等の増加と処
分コスト等の
削減） 

 残さ処理 
 ごみ処分量の

削減効果 

 運転・維持管
理技術の対応

 運転・維持管
理コストの対
応 

ティラナ市に限定 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

・Thermal 
Recycle 

炭化 可燃ごみ ごみを低酸素、又は無酸素状態で加熱し、炭
化（炭素だけが残る）させる技術である。 
生成した炭化物は、石炭火力発電所やセメン
ト工場などでの助燃材（石炭代替）や製鉄工
場等での還元助剤（コークス代替）に利用さ
れている。 

炭化は、炭化物の取引先を確保しなければな
らないことに加え、引取先も限定される。 

 処理技術の選
定 

 製品の品質と
用途 

 コスト比較（施
設運転・維持管
理コとスト等
の増加と処分
コスト等の削
減） 

 ごみ処分量の
削減 

 運転・維持管
理技術の対応

 運転・維持管
理コストの対
応 

ティラナ市に限定 
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区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

固形燃料化 可燃ごみ 可燃ごみを加熱圧縮し、固形燃料にしたもの
である。生成された固形燃料はＲＤＦ
（Refuse Derived Fuel）とも呼ばれ、廃棄物
発電やボイラー燃料として有効活用されて
いる。 
固形燃料化は、炭化と同様に、固形燃料の取
引先を確保しなければならないことに加え、
引取先も限定される。 

 製造技術 
 製品の品質と

用途 

 コスト比較（施
設運転・維持管
理コスト等の
増加と処分コ
スト等の削減）

 ごみ処分量の
削減効果 

 運転・維持管
理技術の対応

 運転・維持管
理コストの対
応 

ティラナ市に限定 



アルバニア国 独立行政法人国際協力機構 
廃棄物量削減・3R促進支援プロジェクト 事業完了報告書書 KKC / EXRI 

166 

区分 資源化方策・技術 対象廃棄物 概要 導入上の留意点 
アルバニアでの導入

の可能性 

焼却（熱回収） 可燃ごみ 生ごみ、剪定枝等を含めて、可燃ごみとして
排出されたものを、一括して焼却施設で高温
燃焼により処理するもので、腐敗防止や安定
化と合わせて減量化と減容化を行う。焼却に
よって発生する熱はボイラーなどで熱回収
され、発電や余熱として利用される。 
ガス化溶融方式は、可燃ごみを可燃性ガスと
炭化物に分解し、発生したガスと炭化物を溶
融炉に投入し 1,300℃以上の高温で燃焼し、
溶融スラグを生成する。発生する熱は焼却施
設と同様に熱回収して利用する。生成したス
ラグの有効利用方法の確立が求められてい
る。 

 焼却技術の検
討 

 回収熱の用途 

 コスト比較（施
設運転・維持管
理コスト等の
増加と処分コ
スト等の削減）

 ごみ処分量の
削減効果 

 運転・維持管
理技術の対応

 運転・維持管
理コストの対
応 

 NIMBY(Not 
Install My 
Back Yard) 

ティラナ市に限定 
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 セミナー等の開催 6.2

 廃棄物管理現況セミナー（2015 年 2 月 26 日） 6.2.1

A. 開催主旨 

専門家チームと環境省との共催により、廃棄物関連の政府機関、地方自治体の廃棄物

管理担当者、及び NGO 等を対象とし、『「ア」国における廃棄物管理状況及び今後にか

かるセミナー（The Seminar on “Understanding the Current Situation and Considering the Future 

of Waste Management in Albania”）』を以下の目的で実施した。 

 目的 1：「ア」国における廃棄物管理調査の結果を関係者間で共有し、廃棄物

管理の現況に関する理解を促進する。 

 目的 2：廃棄物管理行政の改善に向けた中央政府、及び地方自治体の廃棄物管

理担当者の課題認識を共有するとともに、実施すべき行動について意見交換を

行う。 

B. 開催概要 

B.1 開催日時 

2015 年 2 月 26 日 9:30～12:30 にティラナ市内の Tirane International Hotel に於いて実施

した。 

B.2 参加者 

廃棄物管理に関連する中央政府機関、州政府、地方自治体（自治体の統廃合後に残る

とされる Municipality 及びパイロットプロジェクトの対象 Commune）の廃棄物管理担当

者、さらに、廃棄物管理に関連する活動を行う NGO、ドナーの計 82 機関を招待し、計

42 機関から 63 名が参加した。参加者の概要は表 44 のとおりである。 

表 44：参加者概要 

参加機関名 参加人数 

中央政府機関 環境省 3 名

National Environmental Agency 1 名

Regional Environmental Agency 1 名

Regional Environmental Directorate 1 名

都市開発・観光省 1 名

交通インフラ省 1 名

地方政府機関 州政府（6 州） 8 名

Municipality（22 市） 32 名

Commune（Bushat、Pojan の 2 村） 3 名
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参加機関名 参加人数 

その他 NGO／ドナー（5 団体） 5 名

専門家チーム 7 名

合計 42 機関 63 名

B.3 プログラム 

プログラムは以下のとおりである。専門家チームから全国廃棄物調査の結果、及び

Waste Flow についてのプレゼンテーションを行い、続いて同プレゼンテーション内容に

関する参加者のディスカッションを実施した。 

表 45：セミナーのプログラム 

時間 内容 備考 

9:00-9:30 参加者受付  

9:30-9:50 開会挨拶 環境省、専門家チーム 

9:50-11:15 
 全国廃棄物調査プレゼンテーション 

 質疑・ディスカッション 
専門家チーム 

11:15-11:30 コーヒーブレイク  

11:30-12:30 
 Waste Flow プレゼンテーション 
 質疑・ディスカッション 

専門家チーム 

12:30 閉会挨拶  

C. プレゼンテーション要旨 

C.1 全国廃棄物管理状況調査 

全国廃棄物管理状況調査の結果に基づき、以下の内容についてプレゼンテーションを

行った。 

 全国廃棄物戦略、全国廃棄物計画の実施状況 

 全国の地方自治体における廃棄物管理の実施状況 

 廃棄物管理向上に向けた専門家チームからの提言 

C.2 Waste Flow 

Waste Flow について、以下の内容のプレゼンテーションを行った。 

 Waste Flow の考え方 

 Waste Flow の必要性 

 現況 Waste Flow の作成手順 

 将来の Waste Flow 作成にかかる検討事項 

D. 質疑・ディスカッション要旨 

プレゼンテーションに引き続き、プレゼンテーションの内容に関する質疑およびディ

スカッションを実施した。主な内容は以下のとおりであった。 
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D.1 プロジェクト全般について 

 自治体は中央政府からのどのような支援を要望するか。（専門家チーム） 

 自治体は意思がないわけではなく予算がないことが問題である。多くのドナーの

プロジェクトは大都市に集中しており、小規模自治体にも注意を払ってほしいと

考える。地方自治体の再編に際しては、セミナーやトレーニングなど、中央政府

との共同の活動機会を設けていただきたいと考える。（Ballsh Municipality） 

 本プロジェクトから自治体が得られる便益はどのようなものがあるのか。（Duaras 

州） 

 本プロジェクトでは、直接的にはパイロットプロジェクトの対象の自治体が便益

を得るが、パイロットプロジェクトの対象外である自治体は、将来 3R ガイドライ

ンの活用により間接的に利益を得られる。（専門家チーム） 

D.2 自治体統廃合と廃棄物管理について 

 Fier 州は 40 の Municipality と Commune から成っており、それぞれが異なったレベ

ルの廃棄物管理を行っている。自治体ごみだけでなく、産業廃棄物や石油産業か

らの廃水による沿岸の汚染など、非常に大きな環境問題となっているとともに、

地域の農業にも悪影響を及ぼしている。自治体の統廃合によって、より大きな行

政単位での管理になると予想するが、今でさえ多様な管理レベルの自治体の管理

に苦慮しているところであり、現実的には、より小さな自治体単位での管理が適

切と考える。（Fier 州） 

 われわれが活動を行う、より経済発展レベルの低い国では、第一に、①どこに処

分するのかを決め、②収集を行うこと。この段階を達成して、次に③分別、そし

て④埋め立てを考えるべきとの方針でプロジェクトを実施している。アルバニア

においても自治体の統廃合の後は、現行の処分場でもよいので、まずはどこに排

出するのかを決めたうえで、処分場の数を減らすところから step-by-step で進める

のが良いと考える。（専門家チーム） 

D.3 最終処分場について 

 Duras 州の最終処分場（デポジットサイト）は州内の 20 万人分に加え、3～4 の他

州の Commune も利用しており、2015 年には容量が満杯になる見込みである。最終

処分場も大きな問題である。（Duaras 州） 

 本プロジェクトは 3R に焦点を当てているということをまず理解してほしい。環境

省は最終処分場に関する政策を担当しているが、都市開発省も処分場の担当官庁

である。（専門家チーム） 

 1 つ問題提起をしたい。全国調査の結果によると、73%の自治体が処分場を自治体

の中に有しており、埋め立て地を利用しているのは 7%のみであるということなの
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だが、処分場が合法である（政府の承認を得ている）からと言って、それで問題

が無いということなのだろうか。合法、非合法の定義について、また、合法性の

意味合いについて再考すべきである。また、埋め立て地の処分費と輸送費は分け

て考えるべきである。輸送費は各自治体の埋め立て地までの輸送距離によって、

各自治体によって負担されるべきものであるが、埋め立て地で行われる処理は同

じであるので、環境省が介入して全国的に一律の料金を設けるべきである。さら

に、処分費はより高くすべきである。廃棄物中の有価物は埋め立て場に到着する

までにウェストピッカーによって抜き取られてしまっているので、埋め立て施設

でリサイクルによって収入を得ることも難しい。（Bushat Commune） 

D.4 リサイクル、分別について 

 Elbasn では、3~4 か月前より危機的な状況が表面化している。環境省と相談し、処

理量 120～150 トン/日の焼却施設を現在建設中である。検討すべき問題を一つ上げ

るならば、リサイクル推進のためには 3 bin Collection システムなど、発生源で分

別するシステムを導入するべきだと考える。（Elbasn Municipality） 

 英国では排出源で分別（3 bin Collection）を行っている。アルバニアにおいて分別

回収を行うとなると、回収コンテナやトラックなどの追加的インフラの整備が必

要になるという課題も別にあるが、日本ではどのように行っているのか。全国的

に同じ回収方法を行っているのか。（NGO FLAG） 

 自治体によって異なる。一例として、ある自治体では 7 つの分別を行っている。

40 年前は日本も分別など行わずに排出し埋め立て処理を行っていたが、高度成長

期を経、廃棄物発生量が増加したことで排出量の抑制、焼却処理の必要性が生じ、

今に至っている。（専門家チーム） 

 環境省としては、より清潔で価格も高くつくため、発生源で有価物を分別すべき

という見解について決定を行った。（環境省） 

 まずは現状把握が先決である。将来的には発生源で分別することが望ましいが、

すぐに現状を変えることは非常に難しい。そのために、まずは Waste Flow で現状

を把握し、これに基づいて将来計画を立てることが望ましい。（専門家チーム） 

 これまでに Shkodër、Bushat、Lezha などいくつかの都市で発生源での分別が試み

られてきたが、成功事例はない。成功のためには住民の意識啓発が必要であると

考える。（Bushat Commune） 

 地方自治体にとっての問題は、予算がないことである。（Ballsha Municipality） 

 環境省としては、地方自治体から提案を受けることを望む。自治体で計画を作成・

承認し、環境省に提案とともに予算についても相談を行うといったことを行って

ほしい。（環境省） 
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 両方とも必要であるが、大切なことは中央政府と地方自治体が歩み寄って、お互

いの課題意識を共有することである。（専門家チーム） 

環境省 Abeshi 局長挨拶 会場の様子 

プレゼンテーションの様子 質疑の様子 

環境省担当者発言 参加者発言 

E. 参加者からのフィードバック要旨 

参加者にアンケートを配布し、セミナーに関するフィードバックを得た。フィードバ

ックの主な内容は以下の通りであった。 

E.1 本セミナーの内容、及び今後のセミナーで期待する内容について 

 セミナーの内容は廃棄物管理に関わる関係者にとって重要な内容であり、調査に

基づいた統計的データをもとにアルバニア国（以下「ア」国）の廃棄物管理の実

態をよく反映したものであった。（参加団体全般） 
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 今後のセミナーにおいては、自治体からの廃棄物管理にかかる情報収集のための

財政メカニズム、管理手法に関する内容を希望する。（中央政府機関） 

 中央政府からの支援、財政メカニズム、他国や他自治体における具体的な活動事

例や成功事例の紹介、住民啓発活動、自治体の統廃合後の清掃サービスの実施体

制等についての内容を要望する。（複数自治体） 

 廃棄物管理にかかる課題を解決するための具体的な計画策定に関する内容を要望

する。また、3 地域で行われるパイロットプロジェクトからの知見・経験の共有に

ついて期待する。（複数自治体） 

 分別方法、リサイクルについての具体的な内容についてのディスカッションを期

待する。また、分別収集にかかる住民啓発が重要であり、今後のセミナーでは住

民啓発の具体的な手法にフォーカスした内容を希望する。（複数自治体） 

 他地域における廃棄物管理等、具体的事例に基づいた内容、実際のプロジェクト

実施における課題についてのディスカッションを希望する。（中央政府機関、複

数自治体） 

 中央政府機関と地方政府の協力促進のためのイニシアティブについてのディスカ

ッションを希望する（複数自治体、NGO）。 

E.2 廃棄物管理実務におけるその他課題について 

 実施機関レベルでの正確な廃棄物のデータ把握が困難であることが課題であるた

め、収集、運搬、処理におけるガイドライン策定に関する支援を要望する（中央

政府機関）。 

 分別や 3R に困難を抱えており、住民の意識啓発を進めていくことが重要であると

感じている。（複数自治体） 

 分別回収を開始したが、分別処理システムやリサイクル技術を持たないので最終

的にはまとめて処理されることになってしまう（複数自治体） 

 廃棄物の排出者からの料金収集が困難である（Commune）。 

 不十分なインフラ、コンテナ不足、分別収取のためのインフラ不足、収集車両の

老朽化、処理場における車両の不足等の多くの問題を抱えている。また、最終処

分場の課題（処分場への支払い等）も大きな課題である（複数自治体） 

 財源不足、廃棄物管理にかかる技術的および法的メカニズムの不足、廃棄物管理

部門における人員の不足（複数自治体、NGO） 

F. セミナーの成果 

本セミナーでは、専門家チームから「ア」国の廃棄物行政の現状について共有を行う
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とともに、Waste Flow の基本概念について紹介を行った。 

本セミナーにおいて、廃棄物管理に関する政策立案機関である中央政府と廃棄物行政

の実施組織である自治体が一堂に会し現況についての認識共有が図られたことは一つの

成果であると考えられる。一方、Waste Flow は、全国調査の結果からも明らかとなった

とおり廃棄物管理向上に向けた現況把握の第一歩として非常に重要なツールであるが、

「ア」国の中央政府、自治体にとっては新しい概念であり、今後、セミナー等を通して

理解が深められていくとともに、各自治体での導入方策の検討や、導入時における中央

政府の支援体制構築、自治体のキャパシティビルディングが行われていくことが望まれ

る。 

ディスカッションにおいては、中央政府と自治体それぞれの課題意識が挙げられた。

自治体からは、住民意識の向上にかかる課題や、小規模の Municipality や Commune では

支援や予算が不足していることから、具体的なアクションをとることが困難であるとい

った点が主な課題として挙げられた。一方、中央政府からは、各自治体レベルでどのよ

うな支援や予算が必要とされているかの把握が困難であり、自治体からの積極的な提案、

相談を要望するとの意見であった。 

住民意識の向上に関しては、本プロジェクトで実施するパイロットプロジェクトで効

果的な住民意識向上活動の方途を模索するとともに、セミナー等の機会においてこれら

経験、成功事例を共有することが自治体にとって有用であると考える。また、本セミナ

ーにおいて中央政府と地方政府のコミュニュニケーションの機会が得られたことは、中

央と地方の連携に向けた第一歩となる成果である。加え、このような機会は本プロジェ

クトで策定する 3R ガイドラインの普及においても有効であると考える。 

 3R ガイドライン（案）説明セミナー（2015 年 5 月 12 日） 6.2.2

A. 開催主旨 

専門家チームと環境省との共催により、地方自治体の廃棄物管理担当者を対象とし、

『第 1 回 3R ガイドラインに関するセミナー（”The First Workshop for 3R Guideline”）』

を以下の目的で実施した。 

 目的 1：3R ガイドラインの考え方・構成、国家廃物計画との関係性についての理

解の促進。 

 目的 2：3R ガイドラインのうち、3R アクションプランにおけるごみフローの作成

方法、及び 3R アクションプランの作成方法の理解促進。 

B. 開催概要 

B.1 開催日時 

2015 年 5 月 12 日 9:30～15:30 にティラナ市内の Tirana International Hotel に於いて実施

した。 
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B.2 参加者 

地方自治体（自治体の統廃合後に中心となるとされる自治体、及びパイロットプロジ

ェクトの対象自治体）の廃棄物管理担当者を主として、廃棄物管理に関連する中央政府

機関を含めた計 66 機関を招待し、計 28 機関から 44 名が参加した。参加者の概要は表 46

のとおりである。 

表 46：参加者概要 

参加機関名 参加人数 

中央政府機関 環境省 2 名 

都市開発省 2 名 

交通インフラ省 1 名 

地方政府機関 Municipality（23 市） 32 名 

County（1 州） 1 名 

Commune（Bushat） 1 名 

その他 専門家チーム 5 名 

合計 28 機関 44 名 

B.3 プログラム 

プログラムは以下のとおりである。専門家チームから 3R ガイドラインの基本的な考え

方と構成に関するプレゼンテーションを行い、その後、3R アクションプラン策定の基礎

となるごみフローの策定、及びごみフローを取り入れた 3R アクションプランの策定につ

いて実習を交えたワークショップ形式で説明を行った。 

表 47：セミナーのプログラム 

時間 内容 備考 

9:00-9:30 参加者受付  

9:30-10:40 開会挨拶 環境省、専門家チーム 

9:40-10:15  3R ガイドラインの基本方針説明 専門家チーム 

10:15-10:30 コーヒーブレイク  

10:30-12:00 
 3R アクションプランごみフローの 

作成（実習形式） 
専門家チーム 

12:00-13:00 昼食  

13:00-15:00 
 3R アクションプラン（Part I：廃棄物管

理の現況と課題）の策定（実習形式） 
専門家チーム 

15:00-15:10  参加者からのフィードバック  

15:10-15:15 閉会挨拶 環境省 

C. 実施内容要旨 

C.1 3R ガイドラインの基本方針説明 

以下の内容についてプレゼンテーションを行った。 
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 3R ガイドラインの背景、基本概念、策定目的、構成の紹介 

 3R ガイドライン基本方針の紹介 

C.2 3R アクションプラン・作成ワークショップ 

3R ガイドライン・3R アクションプランの作成について、ごみフローの作成方法と 3R

アクションプラン（Part I：廃棄物管理の現況と課題）の策定方法について説明を行った。

また、説明に続き専門家チームの用意したごみフロー作成エクセルシート、3R アクショ

ンプランのワード様式を用い、参加自治体のデータに基づいた 3R アクションプランの作

成実習を実施した。 

会場の様子 ごみフローの説明 

説明に基づき各自作業 作成方法の指導 

D. 参加者からのフィードバック要旨 

参加者にアンケートを配布し、セミナーに関するフィードバックを得た。フィードバ

ックの主な内容は以下の通りであった。 

D.1 セミナーの内容について 

セミナーの内容については、主に以下のフィードバックがあった。 

 廃棄物管理に関する計画策定方法を、考え方の説明に併せ実践が伴ったセミナーで

あったため興味深く、有益であった。現場レベルの担当者にとって必要な内容が共

有されたセミナーであった。 

 フィールドワークに基づき収集された情報が豊富に提示され、これらは自治体自身

で把握できていない情報であったため、興味深い内容であった。 

 ごみフローは自治体で認識している現況と大きな相違はないと感じたが、廃棄物管
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理の在り方については多くの努力を必要とすると感じた。今回のセミナーは次の行

動を始めるにあたり、よいきっかけとなる。 

 3R アクションプランの現況把握において、財務状況の項目は多くの自治体にとって

情報を入手することが非常に困難であると考える。廃棄物管理の改善には、技術的

な側面のみならず財源的な課題も大きい。 

 次回のセミナーにも参加したいが、自治体の抱える課題の共有と解決に向けて中央

省庁のより積極的な参加が望ましいと考える。 

D.2 3R アクションプランの廃棄物管理における活用 

今回のセミナーを受け、3R アクションプランに基づき各自治体で実施したいと考える

3R アクションについて質問を行った。16 件の回答があり、その結果は下表のとおりであ

った。住民啓発活動に続き、分別回収の導入やリサイクル施設の導入に興味を持つ参加

者が多かった。  

表 48：3R アクションプランに基づき実行したいと考える 3R アクション 

3R アクションプランの内容 回答数（16 回答中） 

分別回収の導入 9 

住民啓発活動の実施 12 

環境配慮型の製品、生活習慣の促進活動 4 

有機廃棄物のコンポスト導入 1 

リサイクル施設の導入 9 

E. セミナーの成果 

本セミナーでは、専門家チームから 3R ガイドラインの説明を行うとともに、3R ガイ

ドラインのうち3Rアクションプランの策定方法についてワークショップ形式で紹介を行

った。 

本セミナーにおいては専門家チームからの説明にとどまらず実際に演習を行うなかで

ごみフローの考え方、3R アクションプランの作成方法についての説明を行ったことで、

各自治体から計画の策定方法を学ぶ機会になった等のコメントもあった。このことから、

今後自治体において 3R アクションプランが個々に作成され、現状を踏まえた 3R アクシ

ョンを検討していく過程の第一歩となったと考えられる。 

一方、3R ガイドラインの取り上げは、2015 年 2 月に実施したセミナーに次ぎ今回セミ

ナーが 2 度目であったことからも、各自治体が 3R ガイドラインを十分に理解し、各地域

の実情に合わせたアクションプランの策定に至るまでにはさらなる説明機会が必要であ

ると考えられる。次回以降計画している第二回 3R ガイドラインセミナー等の機会におい

て、引き続き自治体への技術移転を行っていくことが有効と考えられる。 
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F. 環境省の関与（日本語のみに掲載） 

本プロジェクトのカウンターパート機関である環境省は3Rガイドラインの策定機関と

して位置づけられ、これに基づいた3Rアクションプランについても環境省が主体となり、

各自治体への普及、策定支援の役割を担っていくことが期待される。本セミナーの実施

にあたり、専門家チームが環境省に赴き、上記の説明を実施した。 

しかしながら、今回セミナーにおける環境省担当者の参加状況は非常に限定的であり、

将来的に3Rアクションプランの策定支援機関となるべく役割は環境省自身において十分

に理解されていない状況であると判断される。今後同様のセミナー等を実施する機会に

おいては、上記の位置づけを十分に認識していただいたうえで、より主体的な関与が望

まれる。 

 第 2 回 3R ガイドライン（案）説明セミナー兼パイロットプロジェクト中間6.2.3
報告（2016 年 3 月 23 日） 

A. 議事 

日時：2016 年 3 月 23 日、8:30 から 16：00 

場所：「Teuta Room」Tirana International Hotel 

Time Program By; 

8:30 – 9:00 Registration  

9:00 – 9:10 1. Opening Remarks MoE 

9:10 – 9:20 2. Purpose of the Seminar JET 

9:20 – 10:30 3. 3R Guideline -1) Objectives and 
component of the Draft 3R Guideline 
& National Basic Policy for 3R of 
Waste 

JET 

10:30 – 10:45 << Coffee Break>>  

10:45 – 12:30 4. 3R Guideline -2) Selection of 3R 
Activities and 3R Action Plan  

JET 

12:30 － 13:30 <<  Lunch   >>  

13:30 – 14:00 5. Pilot Project in Vau i Dejes 
Municipality: Rescheduling collection 
and separation of agricultural waste 

JET 

Vau i Dejes Municipality 

14:00 – 14:30 6. Pilot Project in Tirane Municipality: 
School recycling toward community 
recycling 

JET 

Tirane Municipality 

14:30 – 15:00 7. Pilot Project in Cerrik Municipality: 
Improvement of waste collection in prep

JET 

Cerrik Municipality 

15:00 – 15:15 << Coffee Break>>  

15:15 – 15:45 8. Discussion Facilitated by MoE 

15:50 － 16:00 9. Closing Remarks MoE 
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B. 写真 

 
会場の様子 会場の様子 

 
PP 発表（Vau I dejes 市） PP 発表（Tirana 市） 

 
PP 発表（ツェリック市） 質疑応答 

図 30：ワークショップならびにプロジェクト進捗報告会の様子 
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D. 質疑 

 Opening speech by MoE 

 During the time since the Project was started, Ministry of Environment has had the 
opportunity to assess the objectives that are anticipated to be fulfilled, establish contacts 
with the local unit structures which have a particular role, including not only those 
specified in the Project but others, in order to identify which areas can be the model area 
to serve as the standard of Albania and to identify any problems in Integrated Solid 
Waste Management.  

 One of the problems in Albania is the failure of the implementation of national waste 
strategy. The legal act which gives LGUs the opportunity to perform better in waste 
separation is enabling the establishment of infrastructure for waste separation in a 
practical way. We will also awaken an interest for local buyers towards recycling issues 
because it is clear that the waste holds an economic interest. 

 The collaboration with JICA has been a very positive collaboration which began in 
2014. The Project is directly involved with three cities; former Bushat which is now 
inside Vau i Dejës municipality; Cërrik municipality; and Tirana municipality. At the 
same time, in addition to these three municipalities which are specified in the project, 
JICA has a broader view for various municipalities in Albania, and today we gathered 
here to observe the draft guidelines for 3R. 

 In relation to the presentation by JET on the selection of 3R activities feasible in Albania, 
preparation of 3R Action Plan and 3R activities selected in model LGUs, and the 
presentation on the Software created by the Project for formulating a waste flow and 
explained its function:  

[Q.1] Regarding the figure of 373 g/capita/day for Tirana municipality, MOE said that for 
the residents of Tirana, the waste number g/capita/day varies from 0.7-1.1 kg because the 
value changes from month to month, and it may need to conduct surveillance throughout the 
year because in different months, people consume different amounts. 

 JET explained with a graphic the amount of waste g/capita/day for Tirana municipality, 
making comparisons between waste collected in landfill during the whole year, taken 
from 2009-2014 and the number of population in the respective years. 

 The representative from Vau i Dejes municipality also added that the results by JET 
were very accurate. As for Bushat (AU), before JET made calculations, he calculated 
everything by himself knowing the exact number of residents and his results and the 
results takenby JET were the same.  

[Q2] If their municipality would be able to do the local plan of waste management at the end 
of the project with the extracted data from JICA, 

 JET said that municipal waste flow consists of the amount of recyclables and the 
amount of deposited waste. All in total and for households the survey was carried out 
thoroughly while for businesses the waste composition was not observed in detail. 
However, the important thing is to ensure surveys have more accurate results of 
generated waste. 

[Q3] Calculations of the unit generation amount (g/capita/day) should be done based on the 
current living population as norms will emerge higher and the measurement on landfill is in 
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total and not separated. For this reason the coefficient is low. 

 JET appreciated the thought, while explaning it was difficult to find the exact number 
of residents and the graphic was created by them from their data. He also requested 
suggestions to have a more accurate result. 

 A representative from Kuçova City added that calculations should be based on the 
number of the population given by city officials because in Kuçova City, by civil 
registry, there are 30,244 people, by census of 2011 there are 16,800 people while 
Kuçova Municipality knows that there are 20,000-21,000 people and this is the number 
calculations should be done for. 

 There was no waste separation at source in the Pilot Projects although there are legislative 
requirements for it.  

 Vau i Dejes representative answered that they are in the early stages of Pilot Project and 
in the coming months the waste separation at source would be done. 

 JET aslo responded by saying that the Project is aware of difficulties that a municipality 
faces upon taking proper steps for implementing the legislative requirements and that is 
why the Project is developing 3R Guideline through examining the feasibilities of some 
of the 3R Pilot Projects. 

 A question was made about the economic efficiency of these Pilot Projects because a 
municipality had undertaken such projects but they failed because they couldn’t find a 
market for recyclables. 

 JET answered that they are still in the first two months of implementing the Project and 
they did not know the exact economic efficiency, but nonetheless they are collecting 
recyclables that have found a market to figure it out. 
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 3R 導入セミナー兼パイロットプロジェクト結果報告セミナー（2017 年 36.2.4
月 9,10 日） 

A. 議事次第 
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B. 参加者リスト 
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C. 質疑応答 議事録 
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D. プレゼンテーション 

D.1 Vau i Dejes PP 
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D.2 ツェリック PP 
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D.3 Tirana PP 
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D.4 MOE presentation on 3R Guideline 
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D.5 Formulation of 3R Action Plan 
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D.6 3R Action Plan of Ura Vajgurore Municipality 
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D.7 3R Action Plan of Konispol Municipality 
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E. セミナー写真 

第 1 日目 

満席の参加者をまえに３R ガイドラインにつ
いて説明する環境省 Lejiana Karalliu 女史 

廃棄物管理全般について熱心に質疑応答が交
わされた。 
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9~12 月の各市への巡回指導を経て完成され
た 3R ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ(案)の完成確認版を各市に渡
す藤田総括。 

閉会の辞を述べる JICA ソコル氏。 

F. 3R ガイドラインセミナーにおける Cerrik 市視察 

2017 年 3 月 9，10 日に実施されたセミナーにおいて、セミナー2 日目に Cerrik 市での

戸別ベル収集の様子を視察した。その様子がエルバサン州のローカルテレビ局 Best 

Channel により You Tube 上に（下記リンク）に掲載された。 

https://www.youtube.com/watch?v=pNShb8nWYpY 

 

なお、内容の英訳は以下のとおり。 

 

“Cërrik Municipality is implementing the project for waste minimization and promotion of the 3R. 
This project is being implemented with the support of the Japanese government. On the second 
day of the seminar, representatives from 61 municipalities have made a visit to “Lagja Fermë” in 
Cërrik, which is one of the selected areas for the implementation of the pilot project where the 
waste collection service is door-to-door. Directorate of Public Services in the Municipality of 
Cërrik exposed to the audience in practice the waste collection, where cleaning workers knocking 
door to door for waste collection. According to the Director of Public Services, Mr. Qerim Baku, 
the seminar concept aims to implement in practice 3R activities. 

Mr. Qerim BAKU: Today is the second day of the seminar for the promotion of 3R and we are 
following closely, in practice, the activity of door-to-door waste collection. 

The expert said that the JICA pilot project in the Municipality of Cërrik started in February 2016. 
During the year the results of waste minimization project have been positive. 

Mr. Koji Kusunoki: about a year ago we started project implemented in the Municipality of Cërrik 
in Ferma neighborhood. Residents are familiarized to door-to-door collection system and have 
entrusted the management of municipal solid waste to Cërrik Municipality service. We started the 
pilot project with 100 houses in Ferma neighborhood, while the municipality expanded the service 
in whole rural area of the territory. 

After leaving Ferma neighborhood, the participants attended door-to-door collection in Shtermen 
village, new extended area. Cërrik municipality has a rich material base for keeping clean its 
territory. Available to citizens and residents of the villages are 300 new containers for waste 
disposal.” 
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第 2 日目 

ツェリック市 Ferme 地区でのベル収集による戸別収集の様子を見学するセミナー参加者 

 地方自治体アクションプラン策定支援ワークショップ（全国巡業開催、主に6.2.5
2016 年 10 月） 

A. ワークショップの目的 

プロジェクトでは 3R ガイドラインに係る内容の説明ワークショップ、ウェストフロー

作成ワークショップを開催したが、参加自治体は半数以下であった。自治体の不参加理

由としては、「開催地のティラナ市は遠方であり、参加によって数日間業務をあけるこ

とになる。」、「日常業務におわれている」などであった。また、多数の参加者の中で

は自治体固有の問題点について相談できる時間を設けていなかったことが挙げられる。 

JICA による中間レビューでの提言を受け、全国自治体による 3R アクションプラン作

成について、自治体の負担を軽くすべく JET と MoE が地方に出向き、自治体に寄り添っ

たワークショップを開催することで、自治体の 3R アクションプラン作成の一助とするこ

とを目的とする。また、更なる支援を環境省とともに実施することで、その経過を MoE、

自治体と共有することで MoE の自治体への 3R 関連の支援能力向上につなげる。 

B. 対象自治体の選定 

アルバニアの自治体は 12 州、61 地方自治体で構成されているが、時間及びコストの制

約から、①交通の便が比較的よい、②他ドナーが広く活動していないことを条件に、対

象地域を 7 州、40 自治体に絞った。 
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※ 着色部が対象自治体 

図 31：対象自治体図 

C. 活動計画 

活動は以下の①ワークショップの開催、②フォローアップ、③個別指導の 3 段階で実

施した。①ワークショップでは、3R アクションプランの概要等の説明、自治体現況の把

握及び一部の演習を実施、②フォローアップでは自治体現況で不明確であった部分を、

自治体に戻り明確にし、それでもアクションプランの作成がうまく出来ない自治体に対

して③個別指導を行い、アクションプラン作成の促進を図るものである。 

D. 活動実績 

D.1 ワークショップの開催 

ワークショップは 2016 年 9 月 19 日より 10 月 13 日まで 7 州で 9 回実施した。40 の自

治体へワークショップへの参加を呼びかけ、32 自治体が参加した。ワークショップでは、
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①「3R アクションプランとは何か」、②「自治体ごみフロー」についての説明を行い、

それに続いて③各自治体の現況入力、④各自治体のごみフローの作成を演習方式で実施

した。ここで自治体の現況について記載できなかった部分については、各自治体へ持ち

帰り、記載したデータを JET に送付することとした。 

参加自治体、ワークッショプ実施スケジュール・参加状況及びワークショップ実施内

容を以下に示す。 

 

※ 青色部が参加自治体 

図 32：参加自治体図 
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表 49：ワークッショプスケジュール及び参加状況 

Activities Time
Number
attended

Population
in 2015

Venue

1 18-Sep Sun Moving from Tirana to Gjirokaster 12:30 - 16:00
1 Gjirokastër Yes 1 38,100
2 Dropull Yes 1 4,700
3 Libohovë Yes 2 5,400
4 Përmet Yes 1 16,000
6 Memaliaj - N/A 14,100
7 Kelcyrë - N/A 8,100

Moving from Gjirokaster to Tepelenë 9:30 - 10:00
Workshop 1-2 11:00 - 14:00 5 Tepelenë Yes 2 9,400 Tepelenë Municipality
Moving from Tepelenë to Sarande 14:00 - 15:30

8 Sarandë Yes 2 26,900
9 Konispol Yes 2 11,000

10 Finiq Yes 1 14,000
11 Delvinë Yes 2 10,200

Delvinë Landfill 2
5 22-Sep Thu Moving from Sarande to Vlore 10:00 - 16:30

12 Vlorë Yes 2 139,400
13 Selenice Yes 1 21,800
14 Himarë - N/A 10,500

Vlorë county 3
Moving to Vlore to Tirane 14:00 - 16:30

7 24-Sep Sat
8 25-Sep Sun
9 26-Sep Mon

10 27-Sep Tue
Moving to Tirana to Fier 7:30 - 9:30

15 Fier - N/A 160,600
16 Mallakastër Yes 2 36,000
17 Patos Yes 1 30,600
18 Roskvec Yes 2 28,900
19 Lushije Yes 1 111,400
20 Divjakë Yes 1 45,500

Fier county 2
MoE 1

Moving from Fier to Tirane 14:00 - 16:15
12 29-Sep Thu

Moving from Tirane to Berat 7:30 - 10:00
21 Berat - N/A 79,800
22 Kuçovë Yes 4 41,600
23 Ura Vajgurore Yes 2 36,200
24 Poliçan - N/A 14,500
25 Skrapar Yes 1 16,600

Berat County 3
Moving from Berat to Tirana 13:30 - 15:30

14 1-Oct Sat
15 2-Oct Sun
16 3-Oct Mon
17 4-Oct Tue
18 5-Oct Wed
19 6-Oct Thu
20 7-Oct Fri
21 8-Oct Sat
22 9-Oct Sun
23 10-Oct Mon

Moving from Tirana to Elbasan 8:00 - 9:00
34 Elbasan Yes 2 188,300
35 Cërrik Yes 1 36,500
36 Belsh Yes 1 35,000
37 Gramsh Yes 1 32,100
38 Prrenjas - N/A 24,000
39 Librazhd Yes 1 42,500
40 Peqin Yes 1 34,700

MoE 1
Moving to Elbasan to Tirane 14:00 - 15:00
Moving to Tirana to Shkodër 7:00 - 9:30

26 Shkodër Yes 2 180,400
27 Pukë - N/A 14,700
28 Fushë Arrës Yes 1 9,800
29 Vau i Dejës Yes 1 40,500
30 Malesi e madhe Yes 1 41,100

Shkodër County 2
MoE 1

Moving from Shkodër to Tirane 14:00 - 16:30
Moving to Tirana to Lezhë 8:00 - 9:30

31 Lezhë Yes 1 87,300
32 Mirditë Yes 2 29,400
33 Kurbin Yes 2 61,600

Lezhë County 12
Mun. Env Ins 6

Moving from Lezhë to Tirana
32 81 1,462,900

Berat Municipality

19-Sep2

Fri

23-Sep Fri

11 28-Sep Wed

3 20-Sep Tue

11:00 - 14:00Workshop 1-1Mon

10:30 - 13:30

10:30 - 12:30

Shkodër County

Lezhë County

Workshop 5

Workshop 6

10:30 - 13:30 Elbasan County

10:30 - 13:30

13-Oct Thu Workshop 7

24 11-Oct Tue

25 12-Oct Wed

4 21-Sep Wed Workshop 2-1

ParticipatedDate

Sarandë Municipality

Gjirokastër County

Total

11:00 - 14:00

Workshop 2-2 11:00 - 14:00

Fier Municipality

Vlorë County

Workshop 3

6

Workshop 4 10:30 - 13:0013 30-Sep

26
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D.1.1 Gjirokaster 州-1 

開催地 Gjirokaster 州政府庁舎 

開催日 2016 年 9 月 19 日（月） 11:00～14:00 

対象自治体 Gjirokaster、Dropull、Libohove、Permet、Tepelena、Memaliaj、Kelcyre 

合計 7自治体 

参加自治体 自治体： Gjirokaster 1 名、Dropull 1 名、Libohove 2 名、Permet 1 名 

WS 講評 参加自治体の廃棄物担当者の内、事前に資料を準備していた担当者は一名
のみ。内容に対する理解度は中程度と思われた。 

開催模様 

 
3Rガイドラインの位置づけについての説明 

開催模様 

 
PCを使用して演習形式の3R-AP作成状況 

D.1.2 Gjirokaster 州-2 

開催地 Teperena 市庁舎 

開催日 2016 年 9 月 20 日（火） 11:00～14:00 

対象自治体 Tepelena 

参加自治体 自治体： Teperena 2 名 

WS 講評 前日の WS に参加できなかったため、戸別訪問した。内容に対する理解度は
中程度、かつ、前向きな取り組みが感じられた。 
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開催模様 

 
3R-APについての説明 

D.1.3 Vlorë 州-1 

開催地 Saranada 市庁舎 

開催日 2016 年 9 月 21 日（水） 11:00～14:00 

対象自治体 Saranda、Konispol、Finiq、Delvina 

合計 4自治体 

参加自治体 自治体： Saranda 2 名、Konispol 2 名、Finiq 1 名、Delvina 2 名 

その他：Saranada 地域の広域処分場運営団体 2 名 

WS 講評 招待した4 自治体全てが参加。参加自治体の廃棄物担当者の内、事前に資料
を準備していた担当者は１名のみであったが、各自治体の人口の算出方法、ご
み排出原単位について熱心な質問があった。内容に対する理解度は中程度と思
われた。 

開催模様 

 
3R-APについての説明 
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開催模様 

演習状況（左の2名は処分場関係者） 

D.1.4 Vlorë 州-2 

開催地 Vlorë 州政府庁舎 

開催日 2016 年 9 月 23 日（金） 11:00～14:00 

対象自治体 Vlorë、Selenice、Himara 

合計 3自治体 

参加自治体 自治体： Vlorë 2 名、Selenice 1 名 

その他：Vlorë 州政府関係者 3 名 

WS 講評 Himara 市を除く 2 自治体が参加。参加自治体の廃棄物担当者より、各自治体
の人口の算出方法、ごみ排出原単位について熱心な質問があった。内容に対す
る理解度は幾分低いと思われた。 

開催模様 

 
演習状況 

D.1.5 Fier 州 

開催地 Fier 市庁舎 

開催日 2016 年 9 月 28 日（水） 10:30～13:30 

対象自治体 Fier、Mallakastër、Patos、Roskvec、Lushnje、Divjakë 

合計 6自治体 



アルバニア国 独立行政法人国際協力機構 
廃棄物量削減・3R促進支援プロジェクト 事業完了報告書書 KKC / EXRI 

220 

参加自治体 自治体： Mallakastër 2 名、Patos 1 名、Roskvec 2 名、Lushnje 1 名、Divjakë
1 名 

その他：Fier 州政府関係者 2 名、MoE 1 名 

WS 講評 Fier 市を除く 5 自治体が参加。参加者の中には 3R ガイドライン説明会から継
続して参加している担当者がいた。また、事前に資料を作成しているものや、多く
の質問が寄せられるなど、3R-AP への関心度が高いと感じられた。 

開催模様 

 
Fier州知事のOpening Speech 

開催模様 

演習状況 

D.1.6 Berat 州 

開催地 Berat 市庁舎 

開催日 2016 年 9 月 30 日（金） 10:30～13:00 

対象自治体 Berat、Kuçovë、Ura Vajgurore、Poliçan、Skrapar 

合計 5自治体 

参加自治体 自治体：Kuçovë 4 名、Ura Vajgurore 2 名、Skrapar 1 名 

その他：Berat 州政府関係者 3 名 

WS 講評 5 自治体の内 3 自治体が参加。それぞれの参加者は自治体の状況をよく把握
しており、WS 内容に対する理解度は非常に高いと感じられた。 
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開催模様 

 
3R-AP説明状況 

開催模様 

 
演習状況 

D.1.7 Elbasan 州 

開催地 Elbasan 州政府庁舎 

開催日 2016 年 10 月 11 日（火） 10:30～13:30 

対象自治体 Elbasan、Cërrik、Belsh、Gramsh、Prrenjas、Librazhd、Peqin 

合計 7 自治体 

参加自治体 自治体：Elbasan 2 名、Cërrik 1 名、Belsh 1 名、Gramsh 1 名、Librazhd 1 名、
Peqin 1 名 

その他：MoE 1 名 

WS 講評 7 自治体の内 6 自治体が参加。それぞれの参加者は自治体の状況をよく把握
していた。また、Cërrik 市担当者によるパイロットプロジェクトの内容、状況説明に
対して一同が非常に興味深く聞き入っていた。 
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開催模様 

 
3R-AP説明状況 

開催模様  

演習状況 

D.1.8 Shkodër 州 

開催地 Shkodër 州政府庁舎 

開催日 2016 年 10 月 12 日（水） 10:30～13:30 

対象自治体 Shkodër、Pukë、Fushë Arrës、Vau i Dejës、Malesi e madhe 

合計 5 自治体 

参加自治体 自治体：Shkodër 2 名、Fushë Arrës 1 名、Vau i Dejës 1 名、Malesi e madhe 1
名 

その他：Shkodër 州政府関係者 2 名、MoE 1 名 

WS 講評 5 自治体の内 4 自治体が参加。それぞれの参加者は自治体の状況をよく把握
していた。また、Vau i Dejës 市担当者によるパイロットプロジェクトの内容、状況
説明に対して一同が非常に興味深く聞き入っていた。 
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開催模様 

3R-AP説明状況 

開催模様 

演習状況 

D.1.9 Lezhë 州 

開催地 Lezhë 州政府庁舎 

開催日 2016 年 10 月 13 日（木） 10:30～12:30 

対象自治体 Lezhë、Mirditë、Kurbin 

合計 3 自治体 

参加自治体 自治体：Lezhë 1 名、Mirditë 2 名、Kurbin 2 名 

その他：Lezhë 州政府関係者 12 名、環境指導員 6 名 

WS 講評 3 自治体全てが参加。Kurbin 市以外は廃棄物管理担当者ではなく環境指導員
が参加しており、ワークショップ内容の理解度は低いと考える。 
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開催模様 

 
演習状況 

開催模様 

 
3R-AP説明状況 

D.1.10 ワークショップ総評（日本語のみに記載） 

a 環境省の関与 

JET は 2014 年に全国廃棄物管理状況調査を実施し、各自治体の廃棄物担当者の名簿を

保有していたが、2015 年 6 月に実施された自治体の統合及び地方総選挙により、自治体

担当者が大きく変わり、担当者を探す術がない状態であった。このような状況を受け、

環境省に相談したところ環境省より、環境省が各州政府へ開催趣旨、招待する自治体リ

ストを送付することとり、環境省より各州政府へ案内状が送付された。また、ティラナ

市近傍で開催したワークショップ（Lezhë、Elbasan、Shkodër 州）へ担当者が参加するな

ど積極的に関与した。 

b 州政府の関与 

プロジェクト開始から現在まで州政府が主体的に関わった実績が無かったため、「州

政府が適切に対処するか」に疑問を残したが、無事に 7 州でのワークショップが開催さ

れた。ワークショップに参加した州政府関係者に話しを聞いたところ、環境関連の部署
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の担当者ではあるものの、廃棄物や大気などの専門性を持っているものは殆ど居らず、

ワークショップの内容いついての理解度は低いと感じられた。しかしながら、中央政府

と自治体を結ぶパイプ役を十分に果たすもので、今後のガイドラインの普及などに不可

欠な役割であると考える。 

c 自治体職員の反応 

c.1 ワークショップへの参加 

ティラナ市で開催するセミナー、ワークショップに比べ自治体担当者の出席率は非常

に高かった。理由としては、①自治体近傍での開催であり、日帰りで参加可能、②移動

費がティラナ市往復に比して安価、③日常業務を空ける時間が短く、上長の了承が得易

いなどが挙げられる。プロジェクトとしては可能な限り、遠隔地でのセミナー、ワーク

ショップの開催を検討していきたい。 

c.2 参加者の発言 

過去に開催したワークショップ及びセミナーに比して、参加者の発言（質疑）が多か

った。理由としては、多くの参加者の前では「恥ずかしい」、「他の参加者から批判さ

れるのでは」などの思いから、発言を控えていたと考える。今回のような少人数かつ同

じ地域で業務に従事している担当者の間では、同様の問題を抱えているものも多く、共

感するところが多かったため、発言も多かったと考えられ、今後、教訓としたい。 

c.3 自治体担当者の能力 

参加者の廃棄物管理に対する知識、現状把握の状況は高低様々であったが、強いてい

えば大規模都市の担当者は小規模都市の担当者より知識、現状把握度は高い傾向があっ

た。これは大規模都市では担当者の分業が進められており、廃棄物管理のみに専従でき

るのに対して小規模都市では環境に係る業務は元より、インフラなども兼業しており致

し方ないと考えられる。自治体担当者の演習状況を見て共通していたのは、担当業務の

財務に関して全く把握していないことが判った。具体的には、ごみ収集及び公共清掃に

係る世帯ごと料金は把握しているものの、徴収額及び徴収率の情報を担当者が把握して

いない。また、ごみ収集及び処分費用の支出額も同様に把握されていない。これは、廃

棄物管理部門に限ったものではなく、自治体の歳入・歳出は総額でのみ管理しており、

個別の収支に対する管理がされていないことに起因する。事業の継続には収支の把握は

必須条件であり、これは事業の継続性に大きく影響するものである。したがって自治体

の歳入・歳出管理を事業別に行うことを強く推奨する。 

D.2 フォローアップ 

2016 年 10 月 21 日より 2016 年 11 月 11 日までワークショップのフォローアップを実施

した。フォローアップの内容は JET より電話で自治体担当者へ 3R-AP の作成進捗状況を

確認し、また、ワークショップに参加しなかった自治体に対して、指導を希望するかの

質問を行い、希望する自治体に対しては、追加の説明を自治体に出向いて実施した。（Fier
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市）ここで、3R-AP に示す自治体の現況まで入力が完了したものについては、JET にメー

ルで送付するように依頼した。 

個別指導が必要な自治体の選定を行うために、ワークッショプ開催時の 3R アクション

プラン策定内容及び各自治体によってアップデートされた内容を検証し、進捗状況を以

下の 4つのパートごとに 5段階（5: 80%以上, 4: 79-60%, 3: 59-40%, 2: 39-20%, 1: 10%以下）

で評価し、どのパートを重点的に支援すべきかを把握した。 

 廃棄物処理の現状 

 ごみフローの現状 

 廃棄物管理に関わる財政状況 

 廃棄物管理に関わる問題点・留意点 

各自治体の 3R アクションプラン策定進捗状況評価結果を下表に示す。 

総合評価 5,4 の自治他が 6、評価 3 の自治体が 13、評価 1,2 の自治体が 14 であった。

進捗状況はあまり捗々しくなく、特に財政に関わるデータに関しては把握できておらず、

個別指導が必要な自治体が多い。 

表 50：3R 個別訪問前アクションプラン策定状況評価結果 

自治体名 

進捗評価 

備考 
総合評価 現状把握

ごみフ
ロー 

財政状
況 

問題・留
意点 

1 Gjirokastër 2.0 1.0 5.0 1.0 1.0  

2 Dropull 3.0 4.0 5.0 1.0 1.0  

3 Libohovë 3.0 2.0 5.0 1.0 5.0  

4 Përmet 5.0 5.0 5.0 4.0 5.0 AP 既提出 

5 Tepelenë 4.0 5.0 5.0 1.0 5.0 AP 既提出 

6 Memaliaj 0.0  WS 不参加 

7 Kelcyrë 0.0  WS 不参加 

8 Sarandë 4.0 5.0 5.0 1.0 5.0  

9 Konispol 3.0 4.0 5.0 3.0 1.0 AP 既提出 

10 Finiq 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0  

11 Delvinë 3.0 3.0 5.0 1.0 1.0  

12 Vlorë 3.0 1.0 5.0 1.0 5.0  

13 Selenice 3.0 1.0 5.0 1.0 5.0  

14 Himarë 0.0  WS 不参加 

15 Fier 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0  

16 Mallakastër 3.0 5.0 5.0 2.0 1.0 AP 既提出 

17 Patos 3.0 2.0 5.0 1.0 4.0  

18 Roskvec 2.0 3.0 1.0 1.0 1.0 AP 既提出 

19 Lushnje 3.0 2.0 5.0 1.0 4.0  

20 Divjakë 2.0 2.0 5.0 1.0 1.0  
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自治体名 

進捗評価 

備考 
総合評価 現状把握

ごみフ
ロー 

財政状
況 

問題・留
意点 

21 Berat 0.0  WS 不参加 

22 Kuçovë 5.0 5.0 5.0 3.0 5.0 AP 既提出 

23 Ura Vajgurore 3.0 2.0 5.0 1.0 3.0  

24 Poliçan 0.0  WS 不参加 

25 Skrapar 3.0 3.0 5.0 2.0 1.0  

26 Shkodër 2.0 1.0 5.0 1.0 1.0  

27 Pukë 0.0  WS 不参加 

28 Fushë Arrës 2.0 1.0 5.0 1.0 1.0  

29 Vau i Dejës 4.0 4.0 5.0 1.0 5.0 AP 既提出 

30 Malesi e madhe 2.0 1.0 5.0 1.0 1.0  

31 Lezhë 3.0 3.0 5.0 1.0 1.0  

32 Mirditë 2.0 1.0 5.0 1.0 1.0  

33 Kurbin 2.0 1.0 5.0 1.0 1.0  

34 Elbasan 2.0 2.0 5.0 1.0 1.0  

35 Cërrik 4.0 5.0 5.0 1.0 5.0 AP 既提出 

36 Belsh 1.0 2.0 1.0 1.0 1.0 AP 既提出 

37 Gramsh 2.0 1.0 5.0 1.0 1.0  

38 Prrenjas 0.0  WS 不参加 

39 Librazhd 3.0 2.0 5.0 1.0 5.0  

40 Peqin 2.0 2.0 5.0 1.0 1.0  

D.3 個別指導 

基本的に先に示したフォローアップまでの進捗状況の総合評価が 3 以下の自治体に対

して優先的に個別指導を実施することとした。なお、評価が 4,5 の自治体であっても、未

記入部分が残っている自治体に対しても可能な限り訪問し策定支援を行った。 

D.3.1 個別指導内容 

個別訪問では、未記入個所に対して、以下の様な方法で支援を行った。 

 担当者に対して、記述方法を具体的に分かり易く説明し、その場で未記入情報を

記入させる。 

 担当者が把握していない情報に関しては、現場に問い合わせる、あるいはその情

報を扱っている関係部署に問い合わせる。 

 直接現場で内容を確認する。 

D.3.2 個別指導結果 

個別指導した自治体、訪問スケジュール及び実施結果を以下に示す。 

個別訪問によって策定支援を行った自治体数は合計 24 自治体であった。個別指導の結
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果、現況及び問題点がほぼ完成できた自治体（総合評価 5,4）の数が 28 自治体となった。 

 
※ 青：5.0、赤：4.0、桃色：1.0-3.0、水色：不参加 

図 33：個別指導した自治体 

  



アルバニア国 独立行政法人国際協力機構 
廃棄物量削減・3R促進支援プロジェクト 事業完了報告書書 KKC / EXRI 

229 

 

表 51：個別指導結果 

自治体名 訪問日 

評価結果 

総
合

評
価
 

現
状

把
握
 

ご
み

フ
ロ
ー
 

財
政

状
況
 

問
題

・
留
意

点
 

1 Gjirokastër 2016/11/23 4.0  4.0  5.0  1.0  5.0  

2 Dropull 2016/11/23 5.0  4.0  5.0  5.0  5.0  

3 Libohovë 2016/11/23 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

4 Përmet submitted 5.0  5.0  5.0  4.0  5.0  

5 Tepelenë submitted 4.0  5.0  5.0  1.0  5.0  

6 Memaliaj N/A 0.0          

7 Kelcyrë N/A 0.0      

8 Sarandë 2016/11/24 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

9 Konispol 2016/11/23 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

10 Finiq － 1.0  1.0  1.0  1.0  1.0  

11 Delvinë 2016/11/24 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

12 Vlorë 2016/11/24 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

13 Selenice － 3.0  1.0  5.0  1.0  5.0  

14 Himarë N/A 0.0          

15 Fier 2016/12/13 4.0  5.0  5.0  1.0  5.0  

16 Mallakastër 2016/12/01 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

17 Patos 2016/12/13 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

18 Roskvec 2016/12/1&13 4.0  5.0  5.0  1.0  5.0  

19 Lushnje 2016/12/06 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

20 Divjakë 2016/12/06 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

21 Berat N/A 0.0          

22 Kuçovë 2016/12/01 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

23 Ura Vajgurore 2016/12/01 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

24 Poliçan N/A 0.0          

25 Skrapar 2016/12/06 5.0  5.0  5.0  4.0  5.0  

26 Shkodër 2016/12/12 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

27 Pukë N/A 0.0          

28 Fushë Arrës - 2.0  1.0  5.0  1.0  1.0  

29 Vau i Dejës submitted 4.0  4.0  5.0  1.0  5.0  

30 Malesi e madhe - 2.0  1.0  5.0  1.0  1.0  

31 Lezhë 2016/12/12 4.0  5.0  5.0  1.0  5.0  

32 Mirditë 2016/12/12 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

33 Kurbin - 2.0  1.0  5.0  1.0  1.0  

34 Elbasan 2016/12/07 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  
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自治体名 訪問日 

評価結果 

総
合

評
価
 

現
状

把
握
 

ご
み

フ
ロ
ー
 

財
政

状
況
 

問
題

・
留
意

点
 

35 Cërrik submitted 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

36 Belsh 2016/12/07 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

37 Gramsh 2016/12/07 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

38 Prrenjas N/A 0.0      

39 Librazhd 2016/12/7 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

40 Peqin 2016/12/7 5.0  5.0  5.0  5.0  5.0  

NA: ワークッショプ不参加。 －：戸別訪問は必要であったが都合が付かなかった。 

ワークッショプ、フォローアップ及び個別指導を通じて、28 自治体において 3R アクシ

ョンプラン（現況及び問題把握）が策定され、廃棄物管理の実態が明らかとなった。こ

れらの実態は各自治体の廃棄物管理にとって重要な情報であるのみならず、国全体の廃

棄物管理の実態を知る上でも、さらには今後の廃棄物管理の推進方針を設定する上でも

重要な情報であることから、全ての自治体において、先ず3Rアクションプランを策定し、

それを基に定期的にデータを更新していくことを推奨する。明らかとなった実態の内、

主な廃棄物管理の現状と廃棄物管理に係る財政の現状をまとめた。 

a 廃棄物管理の現状 

主な廃棄物管理の現状を示す項目及び算出方法等を表 1-4 に、また得られた廃棄物管理

の情報及びデータを表 1-5 にまとめた。 

表 52：主な廃棄物管理の現状把握内容 

項目 選択内容／定義／算出方法 

収集運搬の実施主体 自治体／民間・公社／自治体・民間が地区を分けて分担／その他 

最終処分場の形態 
A.衛生埋立／B.衛生埋立ではないが承認された処分場／C.承認
を受けていない処分場 

ごみ量 

(ton/day) 

3R ガイドラインで開発したごみフロー作成プログラムによって
求められた、都市ごみ発生量（家庭ごみ量＋事業系及び公共清掃
に伴うその他ごみ量）、都市ごみ収集量 

ご み 原 単 位
(g/person/day) 

上記都市ごみ発生量及び収集量を人口で除して、1 人 1 日当たり
のごみ原単位に換算したもの。 

収集率(%) 

本プロジェクトロジェクトで実施した全国廃棄物管理調査によ
る旧自治体別収集率及び新市による修正データを基に、新市を構
成する旧自治体の収集率及び人口を加味した市全体の収集率を
算出した。 

リサイクル率(%) 
ごみフロー作成プログラムによって求められたリサイクル量の
都市ごみ発生量に対する割合（発生源、排出地点及び処分場にお
けるリサイクル率の合計）を求めた。 

最終処分率(%) 処分場に処分される都市ごみ量を発生量で除した割合を求めた。 
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これら情報から、アルバニアにおける以下の様な廃棄物の現況をまとめることが出来

る。 

 ごみの収集運搬実施主体の傾向 

ごみの収集運搬は、策定した 28 自治体のうち、13 自治体が直営（自治体が所有

する収集車両及び自治体職員による収集・運搬）、10 自治体が民間委託、また合

併後の収集体制の統一がとれていないため 5 自治体では旧自治体別に直営と民間

委託両方で実施されている。 

 最終処分の実態 

現在、アルバニアには以下の広域処分場（衛生処分場）が整備されている。 

 Bushat 処分場（Shkoder Qarku） 

 Sharra 処分場(Tirana Qarku) 

 Bajkaj (Vlora Qarku) 

 Elbasan 処分場（Elbasan Qarku） 

28 自治体の内、行政区の一部でもこれら広域処分場に収集ごみを処分している

自治体は 7 自治体であった。 

 都市ごみ発生ごみ原単位 

都市ごみ発生ごみ原単位と人口規模の関係を下図に示す。人口 50,000 人以下の

自治体の発生ごみ原単位は、おおよそ 500g/人・日であり、人口の増加に伴い原単

位が増加する傾向が顕著に表れ、人口 200,000 人規模の自治体では 700g/人・日程

度まで増加している。 

 

図 34：都市ごみ発生ごみ原単位と人口規模の関係 
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 収集率及び処分率 

収集率と人口規模の関係を下図に、また処分率と人口規模の関係を図 35 に示す。

人口 50,000 人以下の自治体の収集率、処分率共に、おおよそ 60%程度であり、人

口の増加に伴い 100%に向けて直線的に増加している。なお、現在のアルバニアに

おいては、コンポスト、資源化施設等の中間処理施設がないため、収集率はほぼ

処分率と同じ割合となっている。今後、資源化、減量化施策を講じ、処分率を低

減させることが重要となってくる。 

 

図 35：収集率と人口規模の関係 

 

図 36：処分率と人口規模の関係 
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表 53：3R アクションプランから得られた廃棄物管理の情報及びデータ 

 

No.
Population in

2015
State

Sector
provided
collection
service

Type of
disposal site

Waste
generation

amount

Waste
collection
amount

MSW
generation

ratio

MSW
collection

ratio

Waste
collection
coverage

Recycling
ratio

Disposal
ratio

1 38,100 Municipality B 29.52 24.29 775 638 83 11.2 81.5

2 4,700 Municipality C 1.79 0.82 381 174 56 16.2 45.8

3 5,400 Municipality B 2.97 1.80 550 333 48 9.4 59.9

4 16,000 Municipality B 8.85 5.58 553 349 51 8.9 62.5

5 9,400 Municipality B 5.61 4.64 597 494 83 7.8 82.0

6 14,100 - - 6.11 1.41 433 100 29 13.1 22.9

7 8,100 - - 4.30 2.77 531 342 56 9.5 64.0

8 26,900
Private

Municipality
A 23.26 19.62 865 729 85 10.7 83.5

9 11,000 Municipality A 5.17 4.54 470 413 100 12.4 86.8

10 14,000 - B 5.33 3.36 381 240 75 16.5 62.3

11 10,200 Municipality A 6.57 5.83 644 572 90 5.9 88.7

12 139,400 Private B 115.75 98.03 830 703 93 10.6 83.9

13 21,800 - B 9.35 3.52 429 161 36 13.4 37.4

14 10,500 - - 5.32 1.23 507 117 37 9.8 23.3

15 160,600
Private

Municipality
B 103.42 86.91 644 541 90 12.3 89.5

16 36,000
Private

Municipality
B 17.27 11.21 480 311 63 11.6 64.3

17 30,600 Municipality B 23.30 19.98 761 653 92 11.4 84.9

18 28,900 Municipality B 13.31 10.89 461 377 92 12.1 81.4

19 111,400 Private B 65.96 49.02 592 440 81 12.7 73.6

20 45,500 Municipality B 21.24 15.83 467 348 81 12.2 73.8

21 79,800 - - 57.97 47.63 726 597 84 11.6 81.3

22 41,600 Private B 21.69 16.42 521 395 77 10.2 74.9

23 36,200 Private B 17.14 12.52 473 346 78 12.0 72.3

24 14,500 - - 7.50 4.10 517 283 42 10.1 54.1

25 16,600 Municipality B 8.20 4.28 494 258 42 10.9 51.7

26 180,400
Private

Municipality
A 126.93 108.75 704 603 93 11.8 84.8

27 14,700 - - 7.28 4.84 495 329 65 11.1 65.8

28 9,800 - - 4.88 3.17 498 323 63 10.7 64.5

29 40,500 Privete A 18.94 13.62 468 336 75 11.8 71.2

30 41,100 - - 17.41 6.48 424 158 35 13.8 36.9

31 87,300 Privete A 44.96 31.65 515 363 74 13.7 69.8

32 29,400 Privete B 17.33 13.19 589 449 70 7.5 75.4

33 61,600 - - 47.89 21.77 777 353 49 7.7 45.0

34 188,300 Private A(rural B) 131.22 104.66 697 556 82 11.8 79.0

35 36,500 Municipality B 21.08 17.01 578 466 87 10.9 79.9

36 35,000 Municipality B 13.94 11.79 398 337 89 9.7 83.7

37 32,100
Private

Municipality B 16.12 8.20 502 255 39 10.6 50.4

38 24,000 - - 15.33 9.87 639 411 66 12.2 9.77

39 42,500 Private B 19.40 7.83 456 184 34 12.3 40.0

40 34,700 Private B 16.15 12.12 465 349 81 12.3 74.3

A Landfill site with sanitary facilities

B Approved disposal site without sanitary facilities

C Disapproved disposal site

Elbasan 

Shkodër 

Vlorë 

Lezhë 

Gjirokastër 

Fier 

Berat 
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b 廃棄物管理に係る財政の現状 

廃棄物処理の現状を把握するには、廃棄物に関わる財政状況の把握は最も大切な現状

把握要素である。主な廃棄物管理に係る財政の現状を示す項目及び算出方法等を表 1-6

に、また得られた廃棄物管理に関わるデータ及び指標を表 1-8 にまとめた。 

表 54：主な廃棄物管理に係る財政の現状把握内容 

項目 定義及び算出方法 

廃棄物管理に係る財政の
データ 

2015 年及び 2016 年は自治体の統廃合の移行期であったため、財
政データを確定するのが困難であった。 
今後の整理に当たっては、過年の決算を基に財政データを整理す
ることを勧める。 

 

市の全体予算  

廃棄物処理費 
全ての都市ごみ廃棄物処理費（収集運搬、中間処理、処分、公共
清掃、清掃に係る機材の維持管理、人件費、その他管理費等）の
合計 

清掃税（家庭） 
清掃税（ごみ収集及び清掃に関わる税）には家庭の他に事業所の
規模等によって税金が設定されているが、ここでは家庭に絞って
整理した。 

徴収清掃税 清掃税の年間総徴収額 

清掃税徴収率 清掃税の徴収率 

財政データ及びごみ収集量から、以下の様な廃棄物管理の実施状況を評価するための

重要な指標が得られる。 

 ごみ処理ユニットコスト(leke/ton)＝（年間ごみ処理コスト）／（年間収集ごみ量） 

 ごみ処理費の自治体の予算に占める割合(%)＝（年間ごみ処理コスト）／（年間市

の予算）× 100 

 徴収清掃税がごみ処理コストを賄っている割合(%)＝（年間徴収清掃税）／（年間

ごみ処理コスト）×100 

3R アクションプランから得られた各自治体のデータ及びそれらを基に得られた指標を

表 1-8 にまとめた。この指標を用いて、アルバニアの各都市における以下の様な廃棄物管

理に関する財政状況が見て取れる。 

① 徴収清掃税がごみ処理費を賄っている割合が高い自治体は、税の設定が適切でかつ徴

収率が良いことが言える。(No.8, 19, 20, 23, 26, 34) 

② これら自治体では、1 家庭当たり 2,000 leke//year 以上の清掃税を徴収しているところ

が多い。 

③ 清掃税が、家庭に対して年 2,000leke 以上で設定されている自治体の場合、ごみ処理

のための財源が適正に確保され、自治体の予算に占めるごみ処理費の割合が低く抑え

られている傾向にある。 
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④ 徴収清掃税がごみ処理費を賄っている割合が低い自治体は、税の設定が低いか、徴収

率が悪いかあるいは両方の要素を含んでいることが考えられる。(No.3, 16, 32, 36,) 

⑤ ユニットコストの捉え方 

ユニットコストの適正な基準はない。同じような人口規模及び都市環境であればユニ

ットコストは同程度の数値となるはずである。ただし、以下の様な要素によってユニッ

トコストは違ってくる。 

・ごみの収集を民間委託で実施している場合の委託条件 

・収集効率：農村地帯・山岳地帯の方が市街地とより一般的に収集効率が悪い。 

・処分場までの収集ごみの運搬距離 

・処分料金 

従って、同じような人口規模、都市環境の自治体間のユニットコストを比較すること

で、廃棄物処理コストの問題点を検証するための指標となる。 

⑥ 市の財政に占める清掃費の割合の考え方 

「市の財政に占める清掃費の割合」についても、ユニットコストと同様に適正な基準

はないが、同じような人口規模及び都市環境であれば「市の財政に占める清掃費の割合」

はほぼ同じ程度の割合となるはずである。ただし、以下の様な要素によって「市の財政

に占める清掃費の割合」は違ってくるため、同じような人口規模、都市環境の自治体間

の「市の財政に占める清掃費の割合」を比較することで、廃棄物処理に係る財政状況の

問題点を検証するための指標となる。 

 財政規模 

 清掃税の徴収額と徴収率 

 処理費（委託費、収集費用、運搬費、処分費等） 

 適正清掃税の大まかな目安 

さらに、以上の財政データを用い、以下の式から適正清掃税の大まかな目安を求

めることが出来る。 

 ごみ料金が 100%集まった時の税収 (G) = ( Collected waste fee) / (Percentage of 

collected fee) 

 ごみ処理コストを賄うためにさらに必要な税収の比率 (H) = (SWM cost) / (G) 

 現在のごみ料金に必要な税収比率を加味したごみ料金 (I) = (Waste fee per family) 

x (H) 
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表 55：適正清掃税の大まかな目安 

 

 

A B C D E F E/C G=E/(F/100) H=C/G I=DxH

No.
Population in

2015
State

Waste
collection
amount

Municipal
total budget

SWM cost
Waste fee
per family

Collected
waste fee

Percentage
of collected

fee

Ratio which
annual SWM cost

was covered by
waste fee

ごみ料金が
100%集まった

時の税収

ごみ処理コス
トを賄うために
さらに必要な
税収の比率

現在のごみ料
金に必要な税
収比率を加味
したごみ料金

ton/day mil leke mil leke leke/year mil leke % % mil leke % leke/year

3 5,400 1.80 80.08 2.02 500 0.09 25% 4.5% 0.37 5.45 2,725

8 26,900 19.62 862.00 53.20 2,880 50.07 100.0% 94.1% 50.07 1.06 3,053

9 11,000 4.54 124.00 7.20 300 1.00 100.0% 13.9% 1.00 7.20 2,160

11 10,200 5.83 163.00 13.00 800 6.4 100.0% 49.2% 6.40 2.03 1,624

17 30,600 19.98 432.69 31.56 900 18.23 79% 57.8% 23.02 1.37 1,233

19 111,400 49.02 932.65 71.82 2,400 71.82 100.0% 100.0% 71.82 1.00 2,400

20 45,500 15.83 228.00 15.32 2,400 13 60.0% 84.9% 21.67 0.71 1,704

22 41,600 16.42 329.94 32.01 1,500 12.67 60.0% 39.6% 21.12 1.52 2,280

23 36,200 12.52 200.00 12.64 900 10 80.0% 79.1% 12.50 1.01 909

26 180,400 108.75 1,655.45 142.00 3,800 156.00 97% 109.9% 160.82 0.88 3,344

32 29,400 13.19 154.90 28.7 700 4.45 50% 15.5% 8.90 3.22 2,254

34 188,300 104.66 2,524.27 89.66 2,400 86.00 77.0% 95.9% 111.69 0.80 1,920

35 36,500 17.01 1,200.00 15.00 700 7.41 90% 49.4% 8.23 1.82 1,274

36 35,000 11.79 180.00 9.34 500 1.02 34.0% 10.9% 3.00 3.11 1,555

37 32,100 8.20 261.00 11.50 2,000 5.60 82.4% 48.7% 6.80 1.69 3,380

39 42,500 7.83 308.86 15.00 1,000 5.20 76% 34.7% 6.84 2.19 2,190

40 34,700 12.12 252.70 25.68 1,000 12.00 100% 46.7% 12.00 2.14 2,140

Elbasan 

Gjirokastër 

Vlorë 

Fier 

Berat 

Shkodër 

Lezhë 
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表 56：3R アクションプランから得られた廃棄物管理に係る財政データ及び指標 

 

A B C D E F C/A C/B E/C

No.
Population in

2015
State

Waste
collection
amount

Municipal
total budget

SWM cost
Waste fee
per family

Collected
waste fee

Percentage
of collected

fee

SWM cost per
waste collection

amount

Ratio which annual
SWM cost shared to

annual Municipal
total budget

Ratio which
annual SWM cost

was covered by
waste fee

ton/day mil leke mil leke leke/year mil leke % lek/ton % %

1 38,100 24.29

2 4,700 0.82 124.00 1.50 1.50 90% 5,012 1.2% 100.0%

3 5,400 1.80 80.08 2.02 500 0.09 25% 3,068 2.5% 4.5%

4 16,000 5.58

5 9,400 4.64

6 14,100 1.41 - - - - - - - -

7 8,100 2.77 - - - - - - - -

8 26,900 19.62 862.00 53.20 2,880 50.07 100.0% 7,429 6.2% 94.1%

9 11,000 4.54 124.00 7.20 300 1.00 100.0% 4,345 5.8% 13.9%

10 14,000 3.36 - - - - - - - -

11 10,200 5.83 163.00 13.00 800 6.4 100.0% 6,109 8.0% 49.2%

12 139,400 98.03 7,000.00 245.09 97.4 6,850 3.5% 39.7%

13 21,800 3.52 - - - - - - - -

14 10,500 1.23 - - - - - - - -

15 160,600 86.91

16 36,000 11.21 44.00 5.20 500 1.30 15.0% 1,271 11.8% 25.0%

17 30,600 19.98 432.69 31.56 900 18.23 79% 4,328 7.3% 57.8%

18 28,900 10.89

19 111,400 49.02 932.65 71.82 2,400 71.82 100.0% 4,014 7.7% 100.0%

20 45,500 15.83 228.00 15.32 2,400 13 60.0% 2,651 6.7% 84.9%

21 79,800 47.63 - - - - - - - -

22 41,600 16.42 329.94 32.01 1,500 12.67 60.0% 5,341 9.7% 39.6%

23 36,200 12.52 200.00 12.64 900 10 80.0% 2,766 6.3% 79.1%

24 14,500 4.10 - - - - - - - -

25 16,600 4.28 373.80 12.27 1,600 4.27 100.0% 7,854 3.3% 34.8%

26 180,400 108.75 1,655.45 142.00 3,800 156.00 97% 3,577 8.6% 109.9%

27 14,700 4.84 - - - - - - - -

28 9,800 3.17 - - - - - - - -

29 40,500 13.62

30 41,100 6.48 - - - - - - - -

31 87,300 31.65 640.00 70.952 3,700 27.00 70% 6,142 11.1% 38.1%

32 29,400 13.19 154.90 28.7 700 4.45 50% 5,961 18.5% 15.5%

33 61,600 21.77 - - - - - - - -

34 188,300 104.66 2,524.27 89.66 2,400 86.00 77.0% 2,347 3.6% 95.9%

35 36,500 17.01 1,200.00 15.00 700 7.41 90% 2,416 1.3% 49.4%

36 35,000 11.79 180.00 9.34 500 1.02 34.0% 2,170 5.2% 10.9%

37 32,100 8.20 261.00 11.50 2,000 5.60 82.4% 3,842 4.4% 48.7%

38 24,000 9.87 - - - - - - - -

39 42,500 7.83 308.86 15.00 1,000 5.20 76% 5,249 4.9% 34.7%

40 34,700 12.12 252.70 25.68 1,000 12.00 100% 5,805 10.2% 46.7%

Elbasan 

Gjirokastër 

Vlorë 

Fier 

Berat 

Shkodër 

Lezhë 
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c 自治体による 3R-AP 作成の見通し 

以上、3R アクションプラン（現況及び問題点）がほぼ完成できた 28 の自治体が、最終

化された 3R ガイドライン導入ワークショップに参加し、将来計画まで含めた 3R アクシ

ョンプランを完成させれば、プロジェクト目標が達成できる見込みとなった。 

D.3.3 個別指導状況 

a 個別指導状況(1) 

訪問自治体 01: Gjrokaster 市 

訪問日・時 2016 年 11 月 23 日（水） 9:00- 

実施場所 市庁舎近くのカフェ 

参加者 Mr. Anastos Sotiri (Specialist) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 財政の現状把握が不十分なため、追加データの提出を要求した。 

実施模様 

 

b 個別指導状況(2) 

訪問自治体 02: Dropull 市 

訪問日・時 2016 年 11 月 23 日（水） 13:00- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Leonidha Kaçi (Topographer Engineer) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

必要な財政データについて説明し、後日の送付を約束した。 
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実施模様 

 

c 個別指導状況(3) 

訪問自治体 03: Libohovë 市 

訪問日・時 2016 年 11 月 23 日（水） 10:30- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Gazmend Çulla (Administrator) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

d 個別指導状況(4) 

訪問自治体 08: Saranadë 市 

訪問日・時 2016 年 11 月 24 日（木） 11:20- 

実施場所 市役所 
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参加者 Ms. Areti Papadhimo (Environment Specialist) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

e 個別指導状況(5) 

訪問自治体 09: Konispol 市 

訪問日・時 2016 年 11 月 23 日（水） 15:00- 

実施場所 市役所 

参加者 Ms. Teuta Cokall (Environment Specialist) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 
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実施模様 

 

f 個別指導状況(6) 

訪問自治体 11: Delvinë 市 

訪問日・時 2016 年 11 月 24 日（木） 9:00- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Fatmir Bulaj (Drainage Board) 
Mr. Olsi Rexha(Specialist, Directorate of Services) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

g 個別指導状況(7) 

訪問自治体 12: Vlorë 市 
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訪問日・時 2016 年 11 月 24 日（木） 15:00- 

実施場所 市役所 

参加者 Ms. Valbona Çobani (Directorate of Services) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

h 個別指導状況(8) 

訪問自治体 16: Mallakastër 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 1 日（木） 8:30- 

実施場所 市役所 

参加者 Vice Mayer 
Mr. Elsid Zekaj (Environment Specialist) 
Mr. Anesti Skenderaj (Public Transport Specialist)

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 
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実施模様 

 

i 個別指導状況(9) 

訪問自治体 18: Roskvec 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 1 日（木） 11:00- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Selman Çepele (Chief of financial sector) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 必要な財政データについて説明し、後日の送付を約束した。 

SWM の現況及び問題点、ごみフローに関して追加聞き取り調査が必要。 

実施模様 - 

 

訪問自治体 18: Roskvec 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 13 日（火） 11:00- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Selman Çepele (Chief of financial sector) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 必要な財政データについて説明し、後日の送付を約束した。 
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実施模様 

 

j 個別指導状況(10) 

訪問自治体 23: Ura Vajgurore 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 1 日（木） 12:30- 

実施場所 市役所 

参加者 Ms. Valentina Jançe (Chief of public service sector) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

k 個別指導状況(11) 

訪問自治体 22: Kuçovë 市 
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訪問日・時 2016 年 12 月 1 日（木） 14:30- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Adriatic Çarka (Directorate of Public Services) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

l 個別指導状況(12) 

訪問自治体 20: Divjakë 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 6 日（火） 8:20 -- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Mario Maçi (Emvironmental Inspector) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 
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実施模様 

 

m 個別指導状況(13) 

訪問自治体 19: Lushije 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 6 日（火） 10:30- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Besnik Dervishi (Director of Service) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

n 個別指導状況(14) 

訪問自治体 25: Skrapar 市 
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訪問日・時 2016 年 12 月 6 日（火） 13:30 - 

実施場所 市役所 

参加者 Ms. Sonila Hysenbelli (Environment Specialist) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

o 個別指導状況(15) 

訪問自治体 39: Librazhd 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 7 日（水） 8:30 - 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Eduart Allkja (Environmental Specialist) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 
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実施模様 

 

p 個別指導状況(16) 

訪問自治体 34: Elbasan 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 7 日（水） 10:30- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Sami Ballkoçi (Head of Environment Section) 
Mr. Mustafa Liçi (Supervisor of Cleaning Service)

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 
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q 個別指導状況(17) 

訪問自治体 40: Peqin 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 7 日（水） 12:30- 

実施場所 市役所 

参加者 Ms. Anita Dehima (Director of Public Services) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

r 個別指導状況(18) 

訪問自治体 36: Belsh 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 7 日（水） 14:00- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Qemal Rusta (Head of Services Section) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 
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実施模様 

s 個別指導状況(19) 

訪問自治体 37: Gramsh 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 7 日（水） 15:00 -- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Afrim Shtylla (Directorate of Services) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 
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t 個別指導状況(20) 

訪問自治体 32: Mirditë 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 12 日（月） 8:30 -- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Vladimir Gjeta  (Chief Inspector) 
Ms. Adelina Simoni (Deputy Chief Inspector)

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

u 個別指導状況(21) 

訪問自治体 26: Shkodër 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 12 日（月） 12:00 -- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Erkam Boriçi (Environment Specialist) 
Ms. Linda Bala (Specialist, Public Service)

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 
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実施模様 

 

v 個別指導状況(22) 

訪問自治体 31: Lezhë 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 12 日（月） 15:00 -- 

実施場所 市役所 

参加者 Mr. Indrit Torba (Directorate of Public Services) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

実施模様 

 

w 個別指導状況(23) 

訪問自治体 15: Fier 市 
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訪問日・時 2016 年 12 月 13 日（火） 11:00 -- 

実施場所 市役所近くのカフェ 

参加者 Ms. Alba (Environment Specialist) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 

必要な財政データについて説明し、後日の送付を約束した。 

実施模様 

 

x 個別指導状況(24) 

訪問自治体 17: Patos 市 

訪問日・時 2016 年 12 月 13 日（火） 13:30 -- 

実施場所 市役所 

参加者 Ms. Blerina Troka (Environment Specialist) 

実施内容  Site observation 
 Interview survey to related section 
 Collection of necessary data/information  
 Others 

今後の予定 3R-AP の現況及び課題は完成した。 
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実施模様 

 

 MoE による地方自治体支援能力向上 6.3

 3R アクションプラン作成支援に係る指導 6.3.1

終了時評価での指導を受け、2017 年 1 月 28 日に環境省の担当者 3 名に対して、3R ア

クションプラン作成支援に対する指導を行った。指導は①州におけるワークショップ、

②電話、メールでのフォローアップ及び③個別訪問指導について、昨年専門家チームが

実施した実例を元に説明した。説明では、自治体担当者の①技術レベルの判定方法、②

実施スケジュール及び③必要経費についても説明した。 

環境省側からは、3 名の職員で 61 自治体全てを指導するのには無理があるとの意見が

寄せられたが、環境省が責任を持って NGO、外部コンサルタントに委託して実施するこ

とは環境省が実施したと同意である。また、外部に発注するためには発注者である環境

省が内容を理解する必要があることを説明し、環境省の理解を得た。以下にマニュアル

を示す。 
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 3R ガイドラインの更新及び改定に係る指導 6.3.2

3R アクションプラン作成支援指導に引き続き、3R ガイドラインの更新及び改定に掛か

る指導を行った。指導では以下の内容について説明した。 

 更新及び改定は、自治体より上げられる情報に基づいて行う。 
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 情報の収集は、環境省から州政府を通じて自治体にフォーマットを送付及び回収

して行う。この流れを通じて州政府にも活動内容の情報が共有される。 

 更新は 1 年に一度。自治体からの情報に基づき、Good practice や新たな取り組みな

ど、既存の 3R ガイドラインに記載されていないものや、改変された方法などを追

記する。 

 改定は 5 年に一度実施する。その間に蓄積された自治体からの情報を元に、アル

バニアで実際に導入され、より適していると思われる 3R 活動を「3R 活動・技術

例」に反映する。 

 3R ガイドラインは国家廃棄物管理戦略及び国家活動計画に基づき策定されている

ため、これらが改定された場合には、該当部分を改定する。 

以下に指導で使用したプレゼンテーションを示す。 
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 広報 6.4

A. ニュースレター 

A.1 発行時期及び部数 

 

号数 No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 

発行時期 2015 年 4 月 2016 年 2 月 2016 年 11 月 2017 年 2 月 2017 年 5 月

配布先 言語 ｱ語 英 
ﾎﾟｽﾀｰ

(ｱ)
ｱ語 英 ｱ語 英 ｱ語 英 ｱ語 英 

(1)市役所 ﾃｨﾗﾅ市 1,100 0 12 1,200 0 720 0 720 0 720 0

バウイディア
ス市 

500 0 3 500 0 500 0 500 0 500 0

ﾂｪﾘｯｸ市 100 0 3 500 0 500 0 500 0 500 0

(2)省庁 MoE 50 0 2 50 0 50 0 50 0 50 0

MoTI 50 0 2 50 0 50 0 50 0 50 0

MoUD&T 50 0 2 50 0 50 0 50 0 50 0

(3)その他 JICA 50 50 2 50 50 50 50 50 50 50 50

JET 50 50 0 50 50 80 50 80 50 80 50

Total 1,950 100 26 2,450 100 2,000 100 2,000 100 2,000 100
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A.2 No.1 

 



アルバニア国 独立行政法人国際協力機構 
廃棄物量削減・3R促進支援プロジェクト 事業完了報告書書 KKC / EXRI 

264 

 



アルバニア国 独立行政法人国際協力機構 
廃棄物量削減・3R促進支援プロジェクト 事業完了報告書書 KKC / EXRI 

265 



アルバニア国 独立行政法人国際協力機構 
廃棄物量削減・3R促進支援プロジェクト 事業完了報告書書 KKC / EXRI 

266 

 
  



アルバニア国 独立行政法人国際協力機構 
廃棄物量削減・3R促進支援プロジェクト 事業完了報告書書 KKC / EXRI 

267 

 

A.3 No.2 
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A.4 No.3 
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A.5 No.4 
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A.6 No.5 
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B. 情報公開 

以下の情報については各ウェブサイトで公開し、関係者がアクセスできるようにした。 
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B.1 全国廃棄物管理状況調査 

環境省 HP 

http://www.mjedisi.gov.al/files/userfiles/Projekte/Rezultatet_e_Studimit_Kombetar.pdf 

B.2 ニュースレター 

環境省 HP (アルバニア語版のみ) 

No. 1: http://www.mjedisi.gov.al/files/userfiles/Projekte/Buletini_nr._1.pdf 

No. 2: http://www.mjedisi.gov.al/files/userfiles/Projekte/No.2_Newsletter_Alb.pdf 

No. 3: http://www.mjedisi.gov.al/files/userfiles/Projekte/No.3_Newsletter_ALB_(Final).pdf 

No. 4: http://www.mjedisi.gov.al/files/userfiles/Projekte/No4_Newsletter_AL_(web).pdf 

No. 5: http://www.mjedisi.gov.al/files/userfiles/Projekte/No5_Newsletter_AL.pdf 

 

JICA HP (英語、アルバニア語版) 

https://www.jica.go.jp/project/albania/002/newsletter/index.html 
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